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楽しくなる
　　夢中になる
　　　　 笑顔になる

公益財団法人 兵庫県老人クラブ連合会
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U R L http://www.hyorolen.or.jp

のじぎくクラブ兵庫

【ご寄付のお願い】
　平成25年４月１日から本会は公益財団法人へ移行していま
す。本会への寄付金については、税制上の優遇措置が受けら
れることとなります（詳細は税理士等にお尋ねください）。
　個人・法人・団体とも金額は問いません。事業計画に沿っ
た公益目的事業に充当させていただきますので、高齢者の福
祉の向上のためにご支援をよろしくお願いします。

　９月12日に兵庫県公館において、
兵庫県・兵庫県老人クラブ連合会主催
による「兵庫県高齢者の集い」と「兵
庫県知事と県老連との意見交換会」を
開催しました。�（詳細は２〜３ページ）

紙面のご案内

2~3
4~6

7
8

兵庫県高齢者の集い

県老連事業報告

県からのお知らせ

魅力あふれる多彩な活動

◎会 計 簿
　だれでも簡単につけられます。
　Ａ４版　定価400円（税込）

◎活動日誌
　活動記録簿、年間の計画・実績報
告書を作成するのに便利です。
　Ａ４版　定価700円（税込）

　会計処理・活動記録の透明性確保
のために是非ご活用ください。
　お申し込みは市町老連でとりまと
めて、12月初旬までに県老連へお申
し込み下さい。

全国老人クラブ連合会発行

令和２年度版

「老人クラブ会計簿」
「老人クラブ活動日誌」

のご案内

（画像はイメージです）

令和２年度版 令和２年度版

元気な老人クラブを
目指し！

より存在感を高めよう！

令和元年度
兵庫県高齢者の集い

北部版
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井
戸
知
事
と
県
老
連
と
の

意
見
交
換
会
に
お
い
て
、
各

理
事
か
ら
、
地
域
に
お
け
る

取
組
状
況
と
と
も
に
、
今
後

の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
考
え

る
う
え
で
必
要
な
施
策
に
関

す
る
意
見
や
、
地
域
の
高
齢

者
が
抱
え
る
切
実
な
課
題
に

つ
い
て
の
要
望
を
行
い
、
知

事
か
ら
は
、
意
見
や
要
望
に

対
し
て
、
次
頁
の
と
お
り
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

知
事
と
の

　
　
意
見
交
換
会

県
老
連
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

令
和
元
年
度
兵
庫
県
高
齢

者
の
集
い
を
９
月
12
日
、
兵

庫
県
公
館
で
開
催
し
、
県
内

各
地
か
ら
約
６
０
０
名
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、「
す

も
と
元
気
太
鼓
」
の
皆
さ
ん

に
よ
る
演
奏
が
あ
り
、
和
太

鼓
の
響
き
と
迫
力
に
、
会
場

中
が
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
兵
庫
県
知
事
と

県
内
９
ブ
ロ
ッ
ク
の
老
連
会

長
、
県
老
連
女
性
・
若
手
委

員
会
の
委
員
長
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
や
高
齢
者
に
関
す
る

た
っ
て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に

貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団
体
に

対
し
、
井
戸
知
事
・
中
村
県

老
連
会
長
か
ら
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
そ
の

功
績
に
対
し
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

全
老
連
の
活
動
賞
並
び
に

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動

特
別
賞
の
伝
達
も
行
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
来
賓
の
長
岡
壯
壽

県
議
会
議
長
よ
り
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
大
会
宣
言
が
行

わ
れ
、
式
典
は
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

約600名会員参加のもと大盛会に開催！

県老連理事　大嶋 三郎（芦屋市）阪神南ブロック

❶�県から単位クラブに対し、使途が自由な資金の援助はできないでしょ
うか。
❷�地域老連の活動は、事務局職員の働き如何で、市町老連や単位クラ
ブの活動が大きく左右されるため、老人クラブをよく理解した人材
が必要であり、支援をお願いします。
❸�高齢者の居場所が少なくなってきています。私たちは、安心・安全で、
心の拠り所、仲間と楽しく語らう場所づくりを目指していきたいと
思いますので、是非、ご支援をお願いします。

単位クラブへの使途の自由な補助金について

県老連理事　丸山 敏勝（三田市）阪神北ブロック

　三田市では、70歳以上の方でタクシー代、バス代、
私鉄運賃などの補助を希望する方に、年間 7,000
円の補助金を出していただいております。
　また、ボランティアで、外出支援を行い、買物、
病院、配食サービス、見守り活動などでNPO法人
を立ち上げされている地域もあります。

　高齢者の外出支援の必要性は、県下の各市町でも同じと考えており、
各地区で継続して活動できるよう外出支援をお願い致します。

高齢者の外出支援を行うボランティア活動への支援

県老連理事　藤岡 　修（福崎町）中播磨ブロック

　県老連では、来年のウォークラリー大会の候補地として、中播磨地
域を予定しており、中播磨連絡協議会としても神河町地域を予定し準
備を進めています。
　幸いにも、一昨年「銀の馬車道」が日本遺産に認定されたことを受け、
その「銀の馬車道」とその周辺を会場予定地にと考えております。
　そこで、「銀の馬車道」の知名度を上げ、国内の観光客はもちろんの
こと、インバウンドの客も呼び込みたいと思っておりますので、是非
ともご支援をお願いしたい。

「銀の馬車道」を活用した地域振興方策について

県老連理事　栢本 信也（三木市）北播磨ブロック

　北播磨ブロックでも、車のない生活は考えられません。老人クラブ
の事務局や市役所へ行く路線バスすらありません。また、ブロックの
会合など、車なしでは到底できません。
　ましてや、現在のように、会員減少が止まらないときに、自動車運
転免許証の返納が義務付けられれば「老人クラブ活動をするな」と言
われているに等しいことです。
　免許証の年齢制限だけは絶対に行わないよう、知事のご尽力、ご支援、
ご助言等よろしくお願いします。

高齢者の自動車運転免許証自主返納問題について

県老連副会長　増田 賢藏（高砂市）東播磨ブロック

　私たちは、「住み慣れた地域で、健康な身体で毎日を安心して暮らせ
ること」を大きな目標にしています。そこで、地域支
援事業を官民一体で実施できれば、老人クラブのイメー
ジアップ、会員増強にも大きくつながると思われます。
　そのため、老人クラブとしては、計画から実施に至
るまで協力する所存です。
　そこで、老人クラブと行政の協働についてのお考え
をお伺いしたい。

老人クラブと行政の協働について

様
々
な
課
題
に

つ
い
て
意
見
を

交
わ
す
「
兵
庫

県
知
事
と
県
老

連
と
の
意
見
交

換
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
集

い
で
は
、
ま
ず

は
じ
め
に
90
歳

以
上
で
、
現
在

も
健
康
で
活
躍

さ
れ
、
社
会
活

動
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
23
名
の

方
に
高
齢
者
特

別
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま

た
、
永
年
に
わ

令和元年度 兵庫県高齢者の集い
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兵
庫
県
高
齢
者
の
集
い

・
兵
庫
県
高
齢
者
の
集
い

・
兵
庫
県
知
事
と
の
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見
交
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会

・
知
事
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

致
し
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
十

分
見
え
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
活
発
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

や
事
業
を
冊
子
や
Ｈ
Ｐ
で
発

信
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在

感
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
内
容
を
魅
力
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
ス
マ
ホ

講
習
会
や
カ
ラ
オ
ケ
教
室
な

ど
、
高
齢
者
の
関
心
の
あ
る

事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
は
ど

兵庫県知事　井戸 敏三

老人クラブの存在感を
� 示す取組みを

知 事 か ら の コ メ ン ト

う
か
。

　

運
転
免
許
の
年
齢
制
限
に

つ
い
て
は
反
対
で
あ
る
。
免
許

の
返
納
に
つ
い
て
は
高
齢
者
自

身
の
状
況
に
応
じ
、
自
主
的

に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

　

災
害
時
の
高
齢
者
の
避
難

に
関
し
、高
齢
者
の
中
に
は
、

お
一
人
で
避
難
で
き
な
い
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　
県
で
は
、
そ
の
人
の
状
況
に

応
じ
、「
い
つ
、ど
こ
へ
、誰
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
」
避
難
す

る
か
と
い
う
個
別
の
避
難
計

画
を
策
定
す
る
モ
デ
ル
事
業

を
県
全
域
で
実
施
し
て
い
る
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
を
、

単
位
ク
ラ
ブ
当
た
り
か
ら
会

員
数
に
応
じ
た
も
の
に
改
め

る
と
い
う
提
案
は
、
国
庫
補

助
事
業
で
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
県
単
独
の
補
助

事
業
な
ら
、
必
ず
し
も
国
と

同
じ
考
え
方
に
す
る
必
要
も

な
い
。
そ
の
よ
う
に
す
べ
き

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
冷

静
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

ま
た
、
県
施
設
料
金
に
関

し
、
現
在
の
高
齢
者
の
割
引

に
加
え
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

の
割
引
を
上
乗
せ
す
る
提
案

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
か
ど

う
か
を
含
め
て
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

女性委員会 県老連副会長　小森 千加子（猪名川町）

　運転免許更新時における認知機能検査について、検査の予約がなか
なかとれず、更新期限に間に合いそうにないとの話を度々聞きます。
　この講習は、70歳以上の高齢ドライバーに義務付
けられたもので、今後もその対象者は増加するもの
と思われますが、県として何か有効な対策はないので
しょうか。また、県下６カ所にある免許更新センター
に、検査や筆記試験会場を併設して、教習所の負担の
軽減をすることはできないでしょうか？

運転免許更新時の認知機能検査・高齢者講習について

県老連副会長　平松 勤志（淡路市）淡路ブロック

　老人クラブに加入勧誘を行っても、どんなメリットがあるのかと聞
き返されることが多いです。私たちも魅力ある老人クラブ活動に取り

組んでいきますが、一つの提案として、
県の所管する施設などの使用料や入園
（館）料といった諸々の料金において、
「老人クラブ料金」を設けていただき、
通常の高齢者より少し低めに設定いた
だくことは可能でしょうか。

県所管施設等における「老人クラブ料金」の設定について

県老連理事　中辻 　剛（丹波市）丹波ブロック

　台風、地震、大雨などの自然災害が多発しています。昨年は、７月
豪雨で多くの高齢者が犠牲となっています。
　自分の命は、自分で守るという姿勢は持ち続けますが、高齢者・要
介護者の早期避難などについて、どう取り組んでいこうとされるのか、
お伺いします。

災害時の高齢者の避難方法等について

県老連理事　岡島 康治（新温泉町）但馬ブロック

❶�但馬ブロックとして、昨年に続き、地域医療に対
する県のさらなるご支援をお願い致します。
❷�今年は、猪・鹿・アライグマ・ハクビシンなどの
動物による農作物被害が急激に増加してきていま
す。年金のみの高齢者では、大掛かりな防護柵設
置の経費の捻出は不可能です。そこで、県主導に
よる広域的、抜本的な獣の駆除・防御対策をお願
いします。

地域医療に対する県の支援と野生鳥獣被害への対策について

県老連理事　新田 俊一（佐用町）西播磨ブロック

　新地域支援事業が始まり、地域や高齢者同士の助け合いが期待され
るようになりました。しかし、この制度について、果たしてどのくら
いの人が理解しているでしょうか。この制度のメリット・デメリット
の両方をしっかりと説明することで、『健康・友愛・奉仕』が、今まさ
に求められていることが分かってもらえるのではないかと思います。
　どうか行政として、この新制度を広めていただくようお願いします。
私たちも、“だから老人クラブが必要なんだ！”とＰＲしていきたいと
思います。

新地域支援事業の普及・啓発について

若手委員会 県老連副会長　吉田 明生（西脇市）

　人生100年時代、以前にもまして健康寿命の大切さが求められていま
す。健康寿命をのばす妙薬があるとすれば「笑い」ではないでしょうか。
その笑いこそ各単位老人クラブの活動にあります。心の健康も老人クラ
ブの持ち味です。今後の老人クラブは健康づくりを柱としてやっていこう
と考えています。介護予防、認知症予防など、老人クラブと医療や福祉
行政との連携はますます大切になってきます。そこで、私たち老人クラブ
は、自分たちで工夫し活動の PRに努めていきますが、機会あるごとに、
知事や行政から老人クラブに期待する点を発信してもらえれば幸いです。

知事・県政から「老人クラブへの期待」メッセージの発信について

　
兵
庫
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
役
員
か
ら
の
発
言
に
対

し
、
井
戸
知
事
か
ら
、
次
の

よ
う
な
助
言
や
提
案
を
頂
戴
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県
老
連
事
業
報
告

・
県
老
連
役
員
交
代

・
市
町
老
連
会
長
研
修
会

・
震
災
・
被
災
地
支
援

　

県
老
連
で
は
、
会
員
増
強

運
動
へ
の
継
続
的
な
取
り
組

み
や
、
新
地
域
支
援
事
業
へ
の

対
応
な
ど
数
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
中
村
会
長
を
中
心
に
精

力
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆

様
に
は
、
運
営
に
関
す
る
ご
提

案
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ら
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
「
会
員
増
強

と
地
域
の
課
題
」
を
テ
ー
マ

に
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、

そ
の
後
の
全
体
会
で
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
体
操
で
ス
タ
ー
ト
し
、

兵
庫
県
企
画
県
民
部
防
災
企

画
課
の
野
田
班
長
か
ら
、「
災

害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
避

難
支
援
」
に
つ
い
て
の
説
明

令和元年度 市町老連会長研修会震災・被災地支援

令和元年度 評議員会県老連役員一覧
役 職 名 氏　名 所属老連名
会　 長 中村美津子 芦 屋 市

副 会 長

小森千加子 猪名川町
増田　賢藏 高 砂 市
平松　勤志 淡 路 市
吉田　明生 西 脇 市

専務理事 本山　秀治 県 老 連

理　 事

大嶋　三郎 芦 屋 市
丸山　敏勝 三 田 市
栢本　信也 三 木 市
藤岡　　修 福 崎 町
新田　俊一 佐 用 町
岡島　康治 新温泉町
中辻　　剛 丹 波 市
古家　憲子 市 川 町

監　 事
中谷　孝子 尼 崎 市
小松　景子 相 生 市
三輪　一三 香 美 町

や
、
兵
庫
県
警
本
部
交
通
企

画
課
の
大
辻
警
部
補
か
ら

「
交
通
事
故
防
止
」
に
つ
い

て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
最
後

に
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
公

式
ワ
ナ
ゲ
の
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

７
月
９
日
・
10
日

の
両
日
、
シ
ー
サ
イ

ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ

神
戸
に
お
い
て
、
市

町
老
連
会
長
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

各
市
町
老
連
か
ら
は

会
長
ほ
か
36
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
県
老

　

５
月
31
日
、
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
、
理
事
の
２
年
間

の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
や
、

監
事
・
評
議
員
の
辞
任
に
伴

う
補
欠
選
任
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

県
老
連
で
は
、
従
来
か
ら
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
長
、
女
性
委

員
会
・
若
手
委
員
会
の
委
員

長
な
ど
を
理
事
と
し
て
お
り
、

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
理
事

会
で
は
、
中
村
美
津
子
会
長

会
員
増
強
に
向
け
て

�

積
極
的
に
意
見
交
換

再選の中村会長を中心に
� 課題クリア目指す

連
の
事
務
局
長
か
ら
「
老
人

ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」
と

題
す
る
課
題
提
起
を
行
い
、

三
田
市
老
連
の
丸
山
会
長
と

加
西
市
老
連
の
松
岡
会
長
か

が
再
選
さ
れ
、
副
会
長

４
名
の
う
ち
の
筆
頭
副

会
長
に
は
規
約
に
従
い
、

女
性
委
員
会
委
員
長
で

あ
る
小
森
千
加
子
さ
ん

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

新
執
行
部
の
正
副
会

長
、
理
事
、
監
事
は
役

員
一
覧
の
と
お
り
で
す

が
、
副
会
長
４
名
は
す

べ
て
交
代
し
、
監
事
は

３
名
中
２
名
が
、
評
議

員
は
29
名
中
15
名
が
交

代
し
ま
し
た
。

淡路のタマネギを福島へ

　

６
月
１
日
に
、

南
あ
わ
じ
市
で
淡

路
ブ
ロ
ッ
ク
の
役

員
、
若
手
委
員
そ

し
て
兵
庫
県
内
の

有
志
合
わ
せ
て
55

名
で
、
約
４
ト
ン

の
タ
マ
ネ
ギ
を
収

穫
し
ま
し
た
。
収

穫
作
業
の
合
間
に

は
会
員
相
互
の
交

流
を
図
り
、
楽
し

く
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

タ
マ
ネ
ギ
を
、
全
国
か
ら

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
々

に
お
届
け
す
る
と
と
も
に
、

福
島
県
の
楢
葉
町
老
連
と
大

熊
町
老
連
に
対
し
、
震
災
支

援
と
し
て
お
送
り
し
ま
し

た
。

　

被
災
地
の
皆
様
か
ら
は
、

支
援
に
対
す
る
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
写
し
た
写
真
や
お

礼
状
に
加
え
、
ア
ク
リ
ル
タ

ワ
シ
や
お
菓
子
な
ど
の
ご
返

礼
を
い
た
だ
き
、
交
流
の
輪

が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

意見交換会の様子

（敬称略）
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県
老
連
事
業
報
告

・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
市
町
老
連
女
性
・
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

令和元年度 近畿ブロック老人クラブリーダー研修会

　

令
和
元
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
、
６
月
13
日
、
14

日
の
２
日
間
、
大
阪
市
の

「
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ

タ
ワ
ー
」
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
老
連
か
ら
は
中
村

会
長
を
は
じ
め
22
名
が
参

加
。
１
日
目
は
、
全
老
連
事

務
局
の
河
野
参
事
か
ら
、「
老

人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展
に
向

け
て
」
と
題
し
て
基
調
報
告

が
行
わ
れ
、
１
０
０
万
人
会

員
増
強
運
動
の
暫
定
報
告
や

Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
（
日
本
老
年
学

的
評
価
研
究
）
の
研
究
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
づ
く
り

で
“
健
康
長
寿
”
を
実
現
で

き
る
と
い
う
こ
と
が
科
学
的

に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
の
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
老
連
か
ら

は
、
第
１
分
科
会
「
健
康
長

寿
に
取
り
組
む
健
康
づ
く

り
・
介
護
予
防
活
動
」
に
お

い
て
、
市
川
町
老
連
の
古
家

憲
子
さ
ん
が
座
長
を
務
め
、　

第
４
分
科
会
「
会
員
加
入
促

進
に
向
け
た
老
人
ク
ラ
ブ
づ

く
り
」
で
は
、
加
東
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
福
島
会
長

令和元年度 市町老人クラブ連合会女性・若手リーダー研修会

女性・若手委員を中心とした
� 会員増強への取り組み強化！

ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
女
性
委

員
・
若
手
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
新
規
会
員

の
加
入
促
進
に
向
け
、
実
効

７月12日 中播磨・西播磨ブロック たつの市
７月19日 但馬・丹波ブロック 朝 来 市
７月26日 東播磨・北播磨・淡路ブロック 加古川市
８月２日 阪神南・阪神北ブロック 芦 屋 市

務
局
長
に
よ
る
「
老
人
ク
ラ

ブ
の
現
状
と
課
題
」
の
基
調

報
告
の
後
、
人
財
養
成
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
浅
見
真
一

氏
か
ら
、
軽
妙
な
語
り
口
に

よ
る
加
入
促
進
の
ポ
イ
ン
ト

の
紹
介
が
行
わ
れ
、
参
加

者
全
員
参
加
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で
、

会
員
増
強
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
ま
し
た
。

　

７
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
、
令
和
元
年

度
の
市
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
女
性
・
若

手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
、
県
下
の
拡
大
４

性
あ
る
取
り
組
み
を

研
究
協
議
す
る
た
め

に
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

研
修
会
で
は
、
事

が
、
会
員
増
強
に
向
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
大
阪
市
健
康

局
の
國
吉
医
務
監
が
「
の
ば

そ
う
！ 

健
康
寿
命　

担
お

う
！ 

地
域
づ
く
り
を　

創

ろ
う
！ 

い
の
ち
輝
く
未
来

社
会
」
と
題
し
た
講
演
を
行

い
、
全
体
会
議
で
、
２
日
間

の
議
論
の
成
果
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

会員増強へ力を合わせて

東播磨・北播磨・淡路ブロックの様子

阪神南・阪神北ブロックの様子

加東シニア連の
福島会長
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県老連の今後の主な行事予定 

・
令
和
２
年
度
兵
庫
県
予
算
要
望

・
行
事
予
定

・
の
じ
ぎ
く
ク
ラ
ブ
兵
庫
助
成
事
業
決
定
　

「のじぎくクラブ兵庫助成事業」は13団体に

本年度の「のじぎくクラブ兵庫助成事業」は、
下記の13団体に決定しました。月 日 事　業　名 開催地

10 月 26 ～ 27 ふれあいの祭典 健康福祉まつり 三 木 市
29 第 6 回健康ウォークラリー県大会 豊 岡 市

11 月 9 ～ 10 全国健康福祉祭
（ねんりんピック紀の国わかやま 2019） 和 歌 山 県

26 ～ 27 第 48 回全国老人クラブ大会 埼 玉 県
12 月 20 大阪府老連若手委員会との交流会 大 阪 府

▪ 三田市老人クラブ連合会

　「スポーツ吹矢普及促進事業」
▪ 豊岡市老人クラブ連合会

　「介護予防・健康づくり講習会」
▪ 朝来市老人クラブ連合会

　「朝来市老連会員増強事業」
▪ 中筋一丁目老人クラブ（高砂市）

　「よろずカフェ
　 （よろずカフェ＆研修会＆勉強会）」
▪ 高屋鶴亀会（豊岡市）

　「支える人・支えられる人一緒の勉強会」
▪ 駄坂高年クラブ（豊岡市）

　「駄坂芋煮会」
▪ 豊岡高年クラブ連合会（豊岡市）

　「スポーツ大会」
▪ 神美長寿会連合会（豊岡市）

　「学童と高齢者の体験学習会」
▪ 玉置ときわ会（朝来市）

　「地域奉仕活動・会運営の広報活動」
▪ 香美町老人クラブ連合会香住支部（香美町）

　「健康づくり体験学習」
▪ 小原老人クラブ長寿会（香美町）

　「男性及び独居老人の料理教室」
▪屋敷老人会松寿会（丹波市）

　「四世代交流しめ縄づくり並びに料理作り」
▪ 里老人クラブ（洲本市）

　「健康な体力と仲間づくり」

　

兵
庫
県
老
連
で
は
、
９

月
４
日
、
中
村
会
長
と
副

会
長
ら
が
、
兵
庫
県
健
康

福
祉
部
の
上
田
賢
一
少
子

高
齢
局
長
に
対
し
、
令
和

２
年
度
県
予
算
に
つ
い
て

要
望
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

要
望
は
、
①
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
の
充

実
、
②
兵
庫
県
老
連
へ
の

補
助
の
充
実
、
③
国
庫
補

助
事
業
の
充
実
に
加
え
、

今
回
新
た
な
要
望
と
し

て
、
市
町
老
連
役
員
を
支

え
る
事
務
局
職
員
の
資
質

向
上
・
サ
ポ
ー
ト
力
ア
ッ

プ
に
向
け
た
研
修
経
費
に

関
す
る
県
単
独
助
成
制
度

の
創
設
を
要
望
し
ま
し

た
。

兵庫県に対し令和２年度予算要望を実施
県
老
連
事
業
報
告
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　歩行者の「横断違反」…聞き慣れな
い言葉ですよね。歩行者に交通違反が
あるの？と思われる方もいらっしゃるのでは !?���
　平成 30年中の、全国で起きた交通事故で亡くなられた方の
うち、65歳以上の方の「横断違反」が、その他の年齢層と比
べて多いということがわかりました。「横断違反」とは「横断
歩道が付近にあるのに横断歩道を渡らないこと」や「走行車両
などの直前直後を横断すること」などをいいます。
　これらは、車の運転者から気づかれにくく、とても危険だか
ら違反とされているのです。さらに、年齢を重ねると危険な場
面での咄嗟の行動に時間がかかることもありますので、周り道
でも横断歩道を渡り、左右が見渡せる状況で横断することはも
ちろん「夜の歩行者は発見されにくい」なども心得て、正しい
横断と夜間は反射材の着用をお願いします。
　また、お車を運転される方で「最近、なんだか不安」などと
感じておられる場合は、一度最寄りの警察署にご相談ください。

していませんか？
キケンな横断違反…

　北播磨の「農」と「食」や地場産業をはじめ、ひょうごの
魅力がいっぱいの「ふれあいフェスティバル」を開催します！�
大人から子どもまで幅広い世代で楽しめます。
　ぜひお越しください。

◉北播磨「農」と「食」の祭典
　◦北播磨の豊かな食材を活用した飲食コーナー
　◦�北播磨産山田錦を原料とする全国の日本酒などの利き酒コーナー
　◦高校生が開発に携わった加工品販売、飲食コーナー
◉地場産業ＰＲコーナー
　◦県内各地の地場産業の展示、販売、ものづくり体験
◉ステージイベント
　◦�播州織ファッションショー、播州歌舞伎、
　　県警音楽隊、チアリーディングなど
◉健康チェックコーナー
◉ワールドマスターズゲームズ 2021 関西 競技種目体験
◉県内各地のご当地グルメ大集合
◉ふれあい大茶会
◉スタンプラリー！ 会場内を回って景品をもらおう！
◉ 【同時開催】 自衛隊や消防隊の訓練が間近で見られる
� 「広域防災センター実戦デモ」（27日のみ）�など

　【日　　時】 �令和元年10月26日土・27日日
� 10時�〜16時�

　【会　　場】  県立三木総合防災公園
� （三木市志染町三津田1708）
� （�専用駐車場、神戸市営地下鉄

西神中央駅・神戸電鉄緑が丘
駅・神戸電鉄恵比須駅より無
料シャトルバスを運行）

　【問 合 先】 北播磨県民局県民交流室

� � ☎�0795（42）9346

　「関西文化の日」は、関西一
円の美術館・博物館・資料館な
どの文化施設のご協力により、
11 月に入館料（原則として常
設展�※通常無料施設あり）を無
料とする取り組みです。
　関西が誇る長い歴史に培われた豊かな文化資源に気軽に接
することのできる機会となっています。ぜひ、この機会に「文
化の秋」、「芸術の秋」を楽しんでみませんか？
　参加施設やスケジュールなど、詳しい情報はホームページ
をご覧ください。

【期　間】�令和元年11月16日土・17日日�他

【主　催】�関西広域連合、関西観光本部、
� 関西元気文化圏推進協議会

【協　力】�文化庁地域創生本部
【問合先】�関西文化の日事務局

� ☎06（4964）8844
� （平日 10:00 〜 17:00）

【Ｈ　Ｐ】�https://www.kansaibunka.com/bunkanohi/

兵庫県警察 交通企画課

ふれあいの祭典

ふれあいフェスティバル
　　in北播磨

入場無料

「関西文化の日」開催

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

キ
ケ
ン
な
横
断
違
反

・「
関
西
文
化
の
日
」
開
催

・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
北
播
磨



魅
力
溢
れ
る
多
彩
な
活
動

濫
し
、
多
く
の
犠
牲
者

が
出
ま
し
た
が
、「
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
」
は
午
前
中
に

発
令
さ
れ
て
お
り
、
早

期
避
難
を
心
掛
け
て
い

れ
ば
救
え
た
命
も
あ
っ

た
と
の
指
摘
も
あ
り
ま

す
。

　

県
で
は
県
老
連
と
連

携
し
、
各
地
で
自
助

力
を
高
め
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」

と
い
う
思
い
込
み
は
禁

物
で
す
。
普
段
か
ら
非
常
持
出

品
を
準
備
し
、
早
期
避
難
と

近
隣
へ
の
声

掛
け
を
徹
底

し
て
、
か
け

が
え
の
な
い

命
を
守
り
ま

し
ょ
う
。
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３月
スポンサーの皆さまへ

　このたびは、のじぎくクラブ兵庫が発行
する ｢きずな｣ への広告掲載を賜り、誠に
ありがとうございました。
　私たち老人クラブは、高齢者の幸せづく
りと地域貢献を目標に、健康と友愛、そし
て奉仕の精神をもって、これからも積極的
な活動を行ってまいりますので、今後とも
ますますのご支援をお願い申し上げます。

のじぎくクラブ兵庫

明石市高年クラブ連合会 上
郡
町
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
部
解
散

�

か
ら
の
歩
み

盛大に開催された
芸能発表会

　

来
年
１
月
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
25
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
震
災
で
は
県
内
死
者
の

う
ち
、
約
半
数
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
し
た
。
そ
の
後
も
大

規
模
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
高
齢
者
や
障
害
者

が
犠
牲
に
な
る
傾
向
は
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

県
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
の
整
備
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
の
連
携
強
化
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
、

災
害
が
多
発
化
・
激
甚
化
す
る

中
、
一
人
ひ
と
り
が
「
自
ら
の

命
は
自
ら
が
守
る
」
意
識
を
持

つ
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
昨

年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
、
特
に

被
害
の
大
き
か
っ
た
倉
敷
市

真
備
町
で
は
夜
間
に
川
が
氾

彩
な
演
目
の
第
28
回
芸
能
発
表

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
、
梅
雨
の
時
期

で
雨
の
日
に
な
り
ま
し
た
。

部
は
必
要
で
あ
る
」
と
、
平
成

25
年
度
よ
り
女
性
部
復
活
へ
の

歩
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

【
女
性
部
復
活
へ
の
道
の
り
】

◦�

１
年
目
、
地
区
女
性
代
表
を
選

出
。
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら

は
「
解
散
し
た
は
ず
な
の
に
」

と
反
対
意
見
も
多
数
あ
る
中
、

復
活
へ
の
小
さ
な
一
歩
で
し
た
。

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
演
目

は
、
カ
ラ
オ
ケ
・
詩
吟
・
楽
器

演
奏
・
コ
ー
ラ
ス
・
フ
ラ
ダ
ン

ス
・
銭
太
鼓
・
踊
り
と
多
彩
な

芸
能
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
、
出
演

者
と
客
席
が
一
体
と
な
っ
て
盛

り
あ
が
り
ま
し
た
。

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
と
豊
か

な
表
現
力
を
大
い
に
発
揮
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
懐
か
し
い
曲
が

流
れ
る
と
観
客
の
方
も
一
緒
に

口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後

に
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
熱

唱
し
、
笑
顔
満
載
の
発
表
会
に

な
り
ま
し
た
。

◦�

２
年
目
、
若
手
部
と
共
同
開

催
で
「
町
高
連
女
性
・
若
手

研
修
会
」
を
開
催
。

◦�

３
年
目
、
復
活
後
初
め
て
の

女
性
部
単
独
の「
料
理
教
室
」

を
開
催
。

◦�

４
年
目
以
降
は
、毎
年
ス
ポ
ー

ツ
大
会
・
交
流
会
を
実
施
。

【
今
後
の
活
動
～
目
指
す
も
の
～
】

　

現
在
、
女
性
部
で
は
年
１
回

の
交
流
会
、
災
害
支
援
、
町
外

の
研
修
会
参
加
な
ど
、
無
理
の

な
い
範
囲
で
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
『
無
理
な

く
、
楽
し
く
』
を
モ
ッ
ト
ー
に

女
性
が
元
気
で
、
ク
ラ
ブ
全
体

が
元
気
に
な
る
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
27
日
、
明

石
市
立
市
民
会
館

中
ホ
ー
ル
で
44
組

１
３
０
名
の
多
種
多

　

上
郡
町
高
年
ク
ラ

ブ
連
合
会
で
は
、
役

員
の
な
り
手
が
な
い

な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
平
成
23
年
度
末

に
女
性
部
を
解
散
し

ま
し
た
。
解
散
に
よ

り
困
る
こ
と
も
あ

り
、「
や
は
り
女
性

【お問い合わせ先】
兵庫県企画県民部

防災企画局防災企画課

☎ 078-362-9870

兵庫県からのお知らせ

平成30年７月豪雨災害（一般財団法人消防防災科学センター提供）

市町老連の事例・活動報告

　

式
典
で

は
、
来
賓
と

し
て
泉
市
長

は
じ
め
４
名

の
方
々
に
ご

臨
席
賜
り
祝

辞
が
述
べ
ら

れ
、
ま
た
、

県
老
連
の
中

村
美
津
子
会

長
の
祝
電
が

届
き
華
を
添


